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自己紹介

現在６３歳

１９７８年専修大学経営学部情報管理学科（現：ネットワーク情報学部）卒業

システムエンジニアとして１９９１年まで従事

９１年後半から営業職へ移動し提案活動等に従事

１９９５年営業担当取締役就任

２００５年社長就任

２０１５年特別顧問へ

２００８年より一般社団法人コンピュータソフトウェア協会（ＣＳＡＪ）理事就任し

現在、副会長・人材委員長として活動している



インテリジェントウェイブ



２０１０年子会社





会社が求める人材像
売上拡大にともなう人材補強

現状はパートナー人材にて対応中

ストックビジネスの比率拡大

決済サービス関連のクラウド提供

自主的な企画開発にて付加価値向上を担う人材

高度人材の補強が必要

いままでは
ＩＴ知識なくても会社にて教育することで開発要員を育成している
高度システム構築向けにはＩＴ知識保有者も必要であった

こんごは
サービス提供のための業務知識、新サービス企画立案能力が必要
ユーザ側の企画業務と大差なくなる
専門ＩＴ知識が必要（インフラ、スマホWeb、５G通信、セキュリティなど）

今までと同様に初期教育は継続していくが保有知識にて従事する作業の格差が広がる



I T業界の求める人材とは

開発請負型からサービス提供型に業態が変化していく

ユーザ要望を理解し一緒にシステム構築できる人材

各種ツールを駆使し効率よくサービス開発できる人材

作業者から技術者へ

広範囲の技術をコーディネイトできる人材

狭義の専門性を駆使できる人材

インフラ構築、仮想化技術、セキュリティ、Web技術、通信技術、

アジャイル、DevOps、ＰＭ、ＩＯＴ、ビックデータ、ＡＩ、

量子コンピューター など





IT人材の需給に関する推計結果の概要













専門学校における人材育成
共通知識は基本として身につける必要がある

基本情報技術者試験レベルだが

ＨｏｗＴｏ より なぜを理解することが重要

コース別に特化した知識を習得すべきである

業務開発技術者

セキュリティ技術

組み込み技術（ＩＯＴ含む）

Web開発技術（スマホ向け含む）

仮想化技術（インフラ、通信を含む）

ＡＩ、ビックデータなど数学的要素は考え方の理解でよいと思う



ご清聴ありがとうございました

http://www.iwi.co.jp/


